
常任委員会レポート 　令和７年度一般会計補正予算をはじめ、契約の締結な
どの議案を、各常任委員会で審査しました。ここでは、
その一部を紹介します。

総 務 委 員 会 予 算 決 算 委 員 会

民 生 文 教 委 員 会

建 設 経 済 委 員 会

　
市
の
指
定
避
難
所
62
カ
所

に
１
基
ず
つ
新
し
く
配
備
す

る
予
定
の
ト
イ
レ
と
既
存
の
ト
イ
レ

で
相
違
点
が
発
生
す
る
と
思
う
。
既

存
の
ト
イ
レ
も
併
用
す
る
こ
と
に
な

る
と
思
う
が
、
使
い
方
の
周
知
と
併

用
の
仕
方
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
今
回
、
新
た
に
避
難
所
に

配
備
す
る
ト
イ
レ
に
は
手
す

り
が
つ
い
て
お
り
、
高
齢
の
方
な
ど

が
、
手
す
り
を
持
っ
て
便
座
に
座
る

こ
と
が
で
き
る
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
に
基
づ
き
、
使
い
捨
て
の
携

帯
ト
イ
レ
を
既
存
の
ト
イ
レ
で
使
用

す
る
こ
と
も
想
定
し
て
お
り
、
地
域

の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、

災
害
時
の
ト
イ
レ
の
使
い
方
な
ど
の

周
知
を
進
め
て
い
く
。

令
和
７
年
度
袋
井
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〜
防
災
費
〜

問答

　
昨
年
の
６
月
市
議
会
で
も
、

恐
ら
く
同
型
の
も
の
を
２
６

０
０
万
円
く
ら
い
で
議
決
し
、
契
約

し
て
い
る
と
思
う
。
今
回
の
契
約
金

額
は
、
１
年
ほ
ど
で
１
６
０
万
円
ほ

ど
上
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
消
防
団
と
の
協
議
の
結
果
、

昨
年
度
は
、
ホ
ー
ス
を
載
せ

る
た
め
、
可
搬
ポ
ン
プ
は
載
せ
な
い

こ
と
と
し
た
。
本
年
度
は
、
可
搬
ポ

ン
プ
を
載
せ
る
仕
様
と
し
た
こ
と
に

よ
り
、
ホ
ー
ス
と
可
搬
ポ
ン
プ
で
の

差
額
が
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。

袋
井
市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ

自
動
車
売
買
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

問答

　
ふ
く
ろ
い
応
援
商
品
券
第
５
弾
の
成

果
と
課
題
は
、
今
回
の
事
業
（
第
６

弾
）
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

静
岡
市
や
浜
松
市
で
は
民
間
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
活
用
し
て
商
品
券
販
売
を
計
画
し
て

い
る
が
、
本
市
で
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
第
５
弾
で
は
、購
入
者
数
が
過
去
最

多
の
１
７
７
３
０
人
で
、約
５
万
冊
を
販

売
し
、約
６
億
円
余
の
消
費
に
つ
な
が
っ
た
。取

扱
店
舗
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

約
７
割
の
店
舗
が
売
り
上
げ
に
貢
献
が
あ
っ
た

と
回
答
し
、地
域
経
済
の
下
支
え
と
し
て
、効
果

が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。課
題
に
つ
い
て

は
、商
工
会
議
所
な
ど
と
の
意
見
交
換
の
中
で
、

商
品
券
購
入
限
度
冊
数
や
販
売
期
間
の
設
定
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
た
た
め
、今
回
の
事
業
で
そ
れ

ぞ
れ
対
応
し
て
い
く
。ま
た
、キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
に
つ
い
て
は
、近
年
の
手
数
料
の
値
上
が
り
や
、

昨
年
度
行
っ
た
産
業
実
態
分
析
調
査
に
お
い
て
、

キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
実
施
店
舗
が
約
50
％
で
あ

っ
た
こ
と
に
加
え
、高
齢
者
な
ど
幅
広
い
世
代
の

方
々
に
利
用
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か

ら
今
回
の
事
業
も
紙
の
商
品
券
で
行
う
こ
と
と

し
た
。

令
和
７
年
度
袋
井
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

〜
商
工
総
務
費
〜

問答

　
袋
井
市
公
共
下
水
道
柳
原

雨
水
ポ
ン
プ
場
の
建
設
工
事

（
放
流
渠
）
委
託
に
関
す
る
協
定
に

つ
い
て
、
物
価
上
昇
な
ど
で
工
事
費

が
増
加
し
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に
対

応
さ
れ
る
の
か
。

　
今
回
の
協
定
は
、
工
事
の

発
注
監
督
業
務
を
日
本
下
水

道
事
業
団
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
、

積
算
し
た
工
事
費
に
日
本
下
水
道
事

業
団
の
管
理
諸
費
を
加
え
た
金
額
と

な
っ
て
い
る
。
物
価
上
昇
な
ど
に
よ

っ
て
工
事
費
が
増
え
、
協
定
金
額
を

超
え
る
場
合
に
は
、
改
め
て
協
定
の

増
額
変
更
の
た
め
の
議
決
を
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
。

建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協

定
の
締
結
に
つ
い
て

問答

　
端
末
の
故
障
が
多
い
と
い

う
話
を
聞
く
。
修
理
時
の
代

替
機
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
低
学
年
児
童

の
端
末
使
用
に
対
す
る
指
導
な
ど
、

学
校
現
場
へ
の
支
援
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

　
端
末
の
予
備
機
に
つ
い
て

は
、
可
能
な
限
り
余
裕
を
持

っ
て
用
意
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

低
学
年
児
童
の
端
末
使
用
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て
は
、
教
員
同
士
に
よ

る
効
果
的
な
使
用
方
法
の
研
修
や
端

末
利
用
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
、

学
校
現
場
や
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
円
滑
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
支
援

体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

袋
井
市
小
中
学
校
学
習
用
端

末
等
賃
貸
借
業
務
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

問答

学習用端末のイメージ

　正副委員長の互選を行いました。
　これまでの取組（令和６年度）の共有化のほか、今後の検討に向けた課題や方向性、
作業工程の共有化を行いました。
《議題》　総合健康センター基本構想策定業務の進捗状況について

総合健康センター将来構想特別委員会

特別委員会レポート  特別委員会は、特定の問題について審査・調査するために設置
される委員会です。主な審査・調査内容をお知らせします。

Pickup
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総
務
分
科
会

　
今
回
の
補
正
は
国
の
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
交
付
金

を
活
用
し
て
給
食
費
の
負
担
軽
減
を
図

る
も
の
だ
が
、
今
後
も
物
価
高
騰
に
よ

る
保
護
者
負
担
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

中
で
、
市
独
自
で
財
源
を
確
保
し
て
支

援
を
継
続
す
る
方
針
は
あ
る
か
。
ま
た
、

国
に
対
し
て
交
付
金
の
継
続
的
な
実
施

や
自
治
体
裁
量
の
拡
大
を
要
望
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
か
。

　
今
回
の
交
付
金
は
今
年
度
限

り
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
来
年

度
も
引
き
続
き
交
付
金
制
度
が
存
続
す

る
か
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。
今

後
、
物
価
上
昇
と
な
れ
ば
、
給
食
費
の

値
上
げ
を
行
い
保
護
者
に
ご
負
担
を
お

願
い
す
る
方
針
で
あ
る
。
ま
た
、
保
護

者
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
国
の
財
政
支

援
を
求
め
る
よ
う
全
国
市
長
会
か
ら
要

望
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

令
和
７
年
度
袋
井
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

〜
雑
入
〜

問答 民
生
文
教
分
科
会

建
設
経
済
分
科
会

柳原雨水ポンプ場のイメージ
（実際の現場と異なる場合があります。）

配備される予定の消防ポンプ自動車と
同型の車両

◇５月16日（第１回）
◇６月30日（第２回）

　今回の定例会から予算決算委員会の運用が始まりま
した。予算決算委員会は全議員で構成していますが、
議案の審査は、専門性・効率性を考慮し、行政組織別の
常任委員会（総務・民生文教・建設経済）単位で構成す
る３つの分科会で行うことを基本としています。
　今回の定例会では、補正予算に関する議案について
分科会に分かれて質疑をした後、全体会でその内容を
報告し、採決を行いました。

予算決算委員会がスタートしました
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